
2024 年 12 月 8 日（49 週目）主日礼拝            「生死をともにする聖徒たち」(ローマ 16:1-4) 
〇80 年前に南海トラフ地震があった。福音宣教教会が強くなる時に災いを止めることが出来る。教会が強くなり、福音が全て伝えられた時に主が再臨をされる。 

〇アメリカは、ハリケーンが度々起こる国である。ケネディ大統領になった時から、学校で聖書を教えないようになり、教会が弱くなり、ヒッピー族が増えて、国が崩れてしまった。多くの若者

が生きる意味が分からなくなり、麻薬も横行した。そして、ハリケーンが 60 年間で 22 回も起こるようになった。アメリカの問題は教会の問題である。 

〇災いを止めることが出来るのが教会である。だから、私達は教会の為に命を懸ける価値がある事を分かるように。教会に伝道運動、レムナント運動が起こるべきである。 

1.勝利者キリスト 2.戦う教会 3.生死をともにする聖徒 

▲勝利者キリストが分かってこそ命を懸けることが出

来る。キリストが勝利をしたので私達も勝利する。  

1)創 3:15（わたしは、おまえと女との間に、また、お

まえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼

は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかと

にかみつく。） 

 ・キリストは悪魔を滅ぼす為に来られた。  

 ・完全にキリストは悪魔に勝利をした。  

 ・キリストは 40日の祈りで悪魔の武器を奪う。  

 ・キリストは十字架にかかりサタンの頭を砕く。  

2)マタイ 16:16（シモン・ペテロが答えて言った。「あ

なたは、生ける神の御子キリストです」。）  

 ・キリストは悪魔を滅ぼす真の王である。  

・キリストにあってハデスの門も勝てない。 

3)1 ヨハネ 3:8（罪を犯している者は、悪魔から出た

者です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。

神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ちこわすた

めです。） 

 ・悪魔は人間を騙して罪を犯させる。  

 ・私達は罪を犯させるサタンに敵対心を持つ。 

4)ヘブル 2:14-15（そこで、子たちはみな血と肉とを

持っているので、主もまた同じように、これらのも

のをお持ちになりました。これは、その死によっ

て、悪魔という、死の力を持つ者を滅ぼし、一生涯

死の恐怖につながれて奴隷となっていた人々を解放

してくださるためでした。）  

 ・キリストが勝利をしたので死は問題でない。 

 ・勝利をするように完全に救って下さった。 

・私たちはキリストの為に、教会の為に生きる。 

 

▲教会が戦う教会であることを明確に分からなければいけない。 

1)旧約 

(1)民 1:3-4（あなたとアロンはイスラエルにおいて、二十歳以上の者

で、すべて軍務につくことのできる者たちを、その軍団ごとに数えな

ければならない。また部族ごとにひとりずつ、父祖の家のかしらであ

る者が、あなたがたとともにいなければならない。） 

・地上の教会は戦う教会である。  

・イスラエルの民を数えるようにという事で民数記を記した。 

 ・主に戦うことできる人を数えていった。 

(2)ヨシュア 12:7（ヨシュアとイスラエル人とがヨルダン川のこちら

側、西のほうで、レバノンの谷にあるバアル・ガドから、セイルへ上

って行くハラク山までの地で打った王たちは、次のとおりである。－

－ヨシュアはこの地をイスラエルの部族に、所有地、その割り当ての

地として与えた－－）  

・ヨシュアたちは 31の王と戦い勝利した。 

・旧約聖書は霊的なことを目に見える形で現わしている。 

・戦うことができるダビデ王が用いられていった。 

(3)1 歴代 11:8（彼は、ミロから周辺に至るまで、町の周囲を建て上

げ、町の他の部分はヨアブが再建した。）  

 ・戦いをして城壁を立てて神殿を建てる準備をした。 

 ・教会が戦おうとすると勝利するようになる。 

2)新約 

〇伝道・宣教キャンプ  

 ・私達は、戦う為に強くなるように。 

〇エペソ 6:12（私たちの格闘は血肉に対するものではなく、主権、

力、この暗やみの世界の支配者たち、また、天にいるもろもろの悪霊

に対するものです。） 

・私達の戦いは、霊的な戦いである。 

〇黙 12:17（竜は女に対して激しく怒り、女の子孫の残りの者、すな

わち、神の戒めを守り、イエスのあかしを保っている者たちと戦おう

として出て行った。） 

・女の子孫の残りの者である教会とサタンとの戦いである。 

・教会が戦おうとしないと未来はない。 

・勇気をもって、聖霊の力で戦う者となる時に勝利を出来る。  

▲パウロと生死を共にする人の名前が記され

ている。 

1)ローマ 16:1-2（ケンクレヤにある教会の執

事で、私たちの姉妹であるフィベを、あな

たがたに推薦します。どうぞ、聖徒にふさ

わしいしかたで、主にあってこの人を歓迎

し、あなたがたの助けを必要とすること

は、どんなことでも助けてあげてくださ

い。この人は、多くの人を助け、また私自

身をも助けてくれた人です。）  

・フィベは、パウロの為に命を懸けて書簡

書を持って行った。 

 ・自分も助けて多くの聖徒も助けた。 

2)ローマ 16:3-4（キリスト・イエスにあって

私の同労者であるプリスカとアクラによろ

しく伝えてください。この人たちは、自分

のいのちの危険を冒して私のいのちを守っ

てくれたのです。この人たちには、私だけ

でなく、異邦人のすべての教会も感謝して

います。）  

・プリスキラ‣アクラはパウロを助けた 

・教会、牧師を助ける者であった。 

・私達はイザヤ先生を助ける者となる。 

3)ローマ 16:23（私と全教会との家主である

ガイオも、あなたがたによろしくと言って

います。市の収入役であるエラストと兄弟

クワルトもよろしくと言っています。）  

 ・ガイオはローマ人であるが自分の家で 

教会となるようにした。 

 ・ガイオは家主になるような役割をした。 

・福音宣教教会で日本人が多く救われる。 

・牧師の為に 24時間祈りのチームを作る。 

・教会は戦おうとすると勝利をする。 



現場地教会（2024 年 12 月 8 日～2024 年 12 月 14 日） 
 

【賛美】  「イエスわが王よ」  

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】  

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】           「生死をともにする聖徒たち」 (ローマ 16 :1-4)  

   

【讃美】                     355 召されたこの身は 

                      

【祈り】   

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】  

 

【主の祈り】  

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄  

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

７
７
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７
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【７つのやぐらの祈り】：三位一体の神のちからが私の内を満たし ,私の考えと思い,たま

しいのすべてを治められますように。御座の祝福である 3 つの超越(御座のちから、時空

の超越、237 光)、3 つのいのち(神のかたち、神の息、エデンの祝福)、3 つの空前絶後

(私、教会、現場)が私の内に臨みますように。神さまが私の過去、現在、未来にちからで

働いてください。今この時間、私に 5 つのちから(霊力、知力、体力、経済力、人力)を与

えてください。空中の権威を持つ者に打ち勝つ宇宙のちからが私の内に臨みますように。

神さまが下さった私の一生の裏面契約をつかんで、あらかじめ見る契約の旅程(CVDIP)を

歩むことが出来ますように。神さまが最も願われる 3 つの庭(237、いやし、サミット)の

ある絶対やぐらの教会を建てられるように 

【7 つの旅程の祈り】：三位一体の神さまが私の内に臨み、神さまが願われる道を歩むこ

とが出来ますように。どんな場合にも絶対に滅びない 10 の奥義(霊的独立、霊的事実、逆

発想、シナジー、危機と機会、無競争、再創造、サミット、荒野、絶対計画 )をもって挑

戦できますように。絶対に揺れない 10 の土台(絶対主権、イエス･キリスト、聖霊のちか

ら、神のみことば、神の神殿、神の計画、神の摂理、神の裁き)に堅く立つことができま

すように。神さまが約束された 5 つの確信(救い、祈りの答え、導き、罪の赦し、勝利)を

もって、伝道者の旅程を歩むことができますように。神さまの力によって 9 つの流れ(高

さ･深さ･広さ、上・下・横、過去・現在・未来)を味わうように。神さまがあらかじめ教

えてくださった一生味わう答えを見つけ出し、62 の伝道者の生活(21 の生活の本質、5 つ
の幸せな祈り、7 つのサミットの道、9 つの流れ、20 の聖書的伝道)を過ごせますよう

に。私の生活が教会と礼拝を通して、福音の光を伝える御座のキャンプとなりますよう
に。 

【7 つの道しるべの祈り】：カルバリの丘ですべて完了した十字架の血の力が臨みますよ

うに。オリーブ山で言われた神の国のことが成し遂げられますように。マルコの屋上の間
に臨んだ聖霊の満たしを私に与えてください。迫害と困難にあってもより大きい宣教の門

を見る挑戦の時刻表を私に与えてください。まず神さまがくださる確実な答えを受けてか
ら行動する聖霊の奥義を味わえますように。苦しみと困難があっても、祈りを通してより

大きい神さまの計画を答えとして見る人生のターニングポイントを探すことができますよ
うに。正確なみことばにあって、神様が私に下さったローマを見ることが出来るように 

(お知らせ )  

1、RUTCの融資が決まりました。12月 10日の決済に向けて全聖徒が ONENESSの祈りと献身を

お願いします。 

 ２、12月 15日 11:30 福音宣教教会宣教大会(楠 RUTCにて)―教会より送迎車両あり。 

 ３、12月 18日 クリスマス伝道集会―たくさんの人々にチラシを配っていきましょう。 
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